選挙出前講座の流れ【参考例】
　　１　実施校との打合せ
　　　　実施日の１ヶ月前を目途に実施校を訪問し、以下の内容を確認・調整する。
　　　（１）実施日程及び使用会場
　　　　　　※　授業参観等、保護者が参加する行事に併せて実施すると効果的。
　　　（２）対象学年、人数、実施コマ数及び実施内容
　　　　　　※　人数、実施コマ数、学校側の希望に応じて、実施内容を決定する。


　　　　【例】〇１コマ（４５分～５０分）　　３０人　→　選挙講座＋模擬選挙
　　　　　　　〇１コマ（４５分～５０分）　１００人　→　選挙講座のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は講座の時間を短く
して模擬選挙も実施

　　　　　　　〇２コマ（９０分～１００分）１００人　→　選挙講座＋模擬選挙
　　　　　　　　

　　　（３）模擬選挙を行う場合、選挙管理委員会と学校側との役割分担を行う
　　　　　　○　候補者役、演説者、投票・開票の管理者、立会人、事務従事者は学校側の希望等に応じて、選管職員、明推委員等が行うか、生徒が行うか決めておく。
　　　　　　※　候補者役は生徒が行い、候補者の紹介、演説は選管職員又は先生が担当するという方法もある。

　　　（４）模擬選挙を行う場合、選挙公報、演説内容の確認
　　　　　　〇　選挙公報と演説の内容は、実施する学校や対象学年に合わせて作成すると効果的である。
　　　（５）学校側での事前学習の実施の有無及び実施内容

　　　　　　○　事前学習を実施する場合、その内容を把握することでより効果的に行うことができる。
　　　（６）報道機関の取材の可否

　　　　　　〇　取材が可能な場合は選管、学校どちらで対応するのか決めておく。
　　　（７）その他決定しておくべき事項
　　　　　　〇　会場レイアウト、実施日に選管職員が会場に到着する時間等
　　　　　　※　模擬選挙を実施する場合、会場を実際に検分する。また、実施日当日は、投票箱や記載台の設置等、投開票の準備をするため、１時間前には会場に到着すること。
　　２　実施日までの準備
　　　　実施内容を決定した後、準備を行う。

　　　（１）選挙公報の作成

　　　　　　○　実施日の２週間前までに選挙公報を作成する。

　　　　　　○　ただし、学校側で事前学習の中で使用する場合や生徒が候補者役となり演説練習を行う場合には、それまでに作成する必要がある。
　　　（２）演説練習の依頼

　　　　　　○　生徒が候補者となる場合、学校側に演説の練習を依頼する。

　　　　　　○　学校側には、演説の良し悪しが模擬投票の結果に大きな影響を及ぼすことをよく理解してもらうこと。

　　　（３）報道機関への情報提供

　　　　　　○　必要に応じて報道機関に資料提供等を行う。

　　　（４）保護者等への周知の依頼

　　　　　　○　学校側に、模擬選挙の趣旨について誤解等を生じることのないよう、必要に応じて保護者等の関係者へ周知を行っておくよう依頼しておく。
　　　（５）実施スケジュール、搬入物品の最終確認
　　３　実施日当日の流れ
　　　（１）自己紹介
　　　（２）選挙講座
　　　【以下は、模擬選挙を行う場合】
　　　（３）模擬選挙説明、候補者紹介、演説等

　　　（４）投票
　　　（５）開票
　　　（６）開票結果発表、講評、アンケート記入

　　　　※時間に余裕がある場合は、選挙クイズなどを実施する。

　　　　※アンケートは後日、提出することとしてもよい。
